
緑
の
美
し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ほ
っ
と
あ
い
の
ホ
ー
ル
の
正
面
か
ら
見
え
る
白

石
川
の
土
堤
の
桜
は
、
日
に
日
に
緑
が
濃
く

な
っ
て
き
て
目
に
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
で
す
。
窓
を

開
け
る
と
、
さ
わ
や
か
な
風
を
送
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

震
災
か
ら
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
余
震
も

続
い
て
い
ま
す
が
、
回
数
も
減
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い
た
日
曜
日
も
六
月

か
ら
再
開
で
き
そ
う
で
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

大
河
原
町
に
も
福
島
の
原
発
関
連
の
被
災
者

の
方
や
、
山
元
町
の
被
災
者
の
方
々
が
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

土
曜
日
の
利
用
者
の
み
な
さ
ん
と
相
談
し
て

「
土
曜
サ
ロ
ン
」
に
遊
び
に
き
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
誘
い
の
手
紙
を
出
す
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
や
さ
し
い
お
心
遣
い
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

山
や
川
の
ち
ぎ
り
方
や
貼
付
け
で
は
、し
っ

か
り
考
え
ら
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

花
々
の
折
り
紙
も
、
職
員
と
同
じ
よ
う
に
端

と
端
を
合
せ
て
、
丁
寧
に
折
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。

毎
回
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
計
画
以

上
の
壁
画
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
今
は
５
・

６
月
の
風
景
画
に
移
行
し
て
お
り
ま
す
。
出

来
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。

五
月
の
行
事

・
紙
芝
居

・
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
お
う

・
誕
生
会

・
ハ
ー
モ
ニ
カ

・
五
感
を
使
っ
て
歩
こ
う

（
天
気
の
い
い
日
に
土
手
へ
散
歩
）

四
月
の
活
動
か
ら

３
・
４
月
の
壁
画
は
「
春
の
野
原
」
を
テ
ー

マ
に
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
桜
の
木
は

大
河
原
の
桜
に
負
け
な
い
く
ら
い
大
き
な
太
い

木
に
仕
上
が
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
菜
の
花
、

タ
ン
ポ
ポ
、
水
仙
、
つ
く
し
な
ど
春
の
草
花
が

た
く
さ
ん
並
び
ま
し
た
。

川
に
は
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
魚
が
泳
ぎ
、

小
学
１
年
生
が
手
を
つ
な
ぎ
通
学
す
る
姿
は
と

て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
で
す
。

特 定 非 営 利 活 動 法 ほ人 っ と あ い

通所介護たより
2011 年
５月号
大河原町字町279-1
tel 52-8555
fax 52-8557

震災から２ヶ月が経過しました。5月の連休、仙台
の町の中は活気に満ちあふれ、まるで千年に一度の
大災害は無かったのようにさえ見えました。

しかしひとたび津波にあった海辺に目を向ける
と、そこにはまだ生々しい傷跡が口をあけていて、
天と地ほどの対照的情景に胸が痛みます。厳しい現
実の中でもみなさんは精一杯の日を送っていらっ
しゃいます。

ほっとあいでは被災地の復興に向けての支援を
継続して行っております。震災当初は食糧を中心と
して衣料品や衛生用品等の物資を調達して、必要な
ところに確実にお届けするための支援でした。日が
経つにつれ、公的支援が少しずつ充実してきて、支
援の内容は個別的な要望への対応や、心が元気にな
るような取り組みへと変化しています。そして地元
から離れて避難所で生活するみなさんが、自ら心身
共に自立するための支援に変わってきています。

山元町のNPO団体「ふれあいの四季」さんの移動
ふれあいの居場所（カフェ）を支援しながら、避難所
のみなさんの声を直接うかがったり、避難所の代表
の方々とお話をして、課題解決に向けての支援をし
ていこうと考えています。

「人と人の絆」「いざとなったら支援しよう」「多く
の人々の助け合う気持ち」「若い人々のインター
ネットを通しての活動」日本人の「日本人らしさ」は
健在であることを様々な場面で実感しています。こ
の絆を切ることなく、細くてもつないでいきたいも
のです。

４月９日～１１日

山元町にて「ふれあいの四季」移動居場所（カ
フェ）
開催支援（理事長）

４月１３日

さわやか福祉財団東北ブロック会議
（被災地支援について・理事長）

４月１７日

山元町にてボランティア（理事長）
気仙沼の後藤学習塾にさわやか福祉財団から
自転車２０台が送られる。（中間支援・坂本）

４月２０日

山元町にてボランティア
（避難所担当者との話し合い・理事長）

４月２６日

さわやか福祉財団東北ブロック会議
（被災地支援について・理事長）
宮崎県ＮＰＯ法人みんなのくらしターミナル
初鹿野さん他４名来所
さわやか福祉財団鶴山氏来所
（被災地訪問・現状課題把握のため）

４月２７日

山元町訪問
 ・町長との面談
 ・「ふれあいの四季」との話し合い
 ・中央公民館避難所担当者との話し合い
 （現状と今後の課題について）
 ・大河原町商工会「絆BOX」担当者との話し合い
 ・ささえあい山元訪問

４月２８日

南三陸町訪問
 ・現状と今後の課題について
 ・歌津の小野寺さんを訪問
 （ミニコミ誌、歌津の現状について）

４月２９日～5月５日

埼玉県「サポートこもれび」代表者・竹林康子さん
被災地ボランティアで来所

多くのご支援とご協力

・クッキー（山形県　すぎのこハウス）
   →山元町（ふれあいの四季）
・コーヒー、ココア、折り畳みテーブルほか
（さわやか福祉財団）　→山元町（ふれあいの四季）
・キャベツ、オレンジ、紅茶（静岡県　市岡さん）
   →山元町避難所
・自転車20台（さわやか福祉財団）
   →気仙沼の後藤学習塾
・手芸用品（福岡県さわやかインストラクター
　阿部かおりさん）
・布地（長井市さわやかインストラクター稲葉さん）
・裁縫用具他（北海道さわやかインストラクター
　星川光子さん）
・プリント柄の生地（ほっとあい　大須賀さん）

その他、多くのご支援をちょうだいしました。
ありがとうございました。

＜東日本大震災による非常事対応の記録2＞


